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超音波セミナー
洗浄の基礎と
超音波洗浄技術の実務への活かし方
および具体的なノウハウ
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超音波システム研究所（所在地：神奈川県相模原市）は、
下記の通り超音波セミナーを行います。

タイトル
「洗浄の基礎と超音波洗浄技術の実務への活かし方および具体的なノウハウ 」

～超音波の状態を判断する方法、

「超音波サイクル」の設定方法、

安定した利用のための注意事項・改善のポイント、

洗剤・溶剤の利用技術～

講師 超音波システム研究所 代表 斉木 和幸

日時 ２０１３年 ４月 １日（月）１０：３０～１７：３０

会場 日本テクノセンター研修室

住所: 東京都新宿区西新宿二丁目7-1 小田急第一生命ビル 22階
JR「新宿駅」西口から徒歩10分

受講料（税込）

１名：４７，２５０円

同時複数申込の場合 １名：４２，０００円

主催：株式会社日本テクノセンター

申し込み http://www.j-techno.co.jp/

https://www.prerele.com/releases/detail/10463
https://www.google.co.jp/maps?q=%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%96%B0%E5%AE%BF%E5%8C%BA%E8%A5%BF%E6%96%B0%E5%AE%BF%E4%BA%8C%E4%B8%81%E7%9B%AE7-1
http://www.j-techno.co.jp/


＜＜概要＞＞

習得知識

・超音波洗浄の基礎（基本的な考え方）
・超音波洗浄効果の確認および改善方法
・超音波洗浄システムの開発方法
・超音波装置の応用方法

講師の言葉

洗浄に関する現象は大変複雑です。
現在の洗浄状況に関して、次のような、強い要望を確認しています。
「具体的な実務レベルの超音波洗浄方法」を知りたい。
特に、
１）絶対に行ってはいけない事項や
２）超音波が減衰してしまう事項について知りたい
といった要望を多数いただきました。

このセミナーでは、
実際に、洗浄槽で起きている超音波の状態を判断する方法、
あるいは超音波の設定方法・・について、
注意事項・改善のポイントをノウハウを含めて説明します。

例えば、
朝昼晩と変化していく超音波の環境変化に対する、
安定した利用のための、
注意事項や超音波利用ノウハウは
生産ラインにおける洗浄技術として、
大変重要ですが見落とされがちです。

さらに、
目的とする洗浄レベルが高くなっている現状では
キャビテーションのイメージで超音波洗浄に取り組むと
各種の工夫が逆効果になる傾向があります。

理由は、
加速度効果（音響流）に対する認識です。

セミナーでは、音響流による現象を取り上げます。

超音波洗浄に関して、
音響流を効果的に利用することで
洗浄効率や洗浄範囲が飛躍的に改善できる具体的方法を説明します。

音響流による現象の体系的な解明は行われていません。
現状では、技術としての利用に関して
これまでの実績を含め、



具体的な方法をノウハウとして提示します。

特に洗剤・溶剤に関する超音波洗浄ノウハウは、
あまり知られていませんが、成功事例が多数あります。

事前に「質問・問い合わせ」があれば、受け付けます。

プログラム

１． 超音波を使った洗浄の原理
(1)． 水中の超音波
(2)． 空中の超音波
(3)． 弾性体の超音波
(4)． キャビテーション効果
(5)． 加速度（音響流）効果
(6)． 超音波の伝搬現象
(7)． 超音波による物理作用・化学作用
(8)． 超音波洗浄の原理
(9)． 超音波洗浄の効果

２．超音波で洗浄を行うための注意点
(1)． 絶対に行ってはいけない事項
(2)． 止めたほうが良い事項
(3)． 超音波利用の考え方
(4)． 均一で安定した超音波
(5)． 現状の問題
(6)． 問題の整理
(7)． 対処方法について
a． 振動子の設置方法
b． 水槽の設置・固定方法
c． 超音波の評価・判断方法
d． 液循環の設定方法
e． 超音波の基本特性
f． 超音波装置の最適化
g． 効率の高い利用状態
h． 保守・管理方法
i． 水槽の構想・設計について

３． 効果的な超音波洗浄を行うための「ノウハウ」
(1)． 効率の高い均一な超音波照射方法
・脱気・マイクロバブル発生装置の利用
・超音波水槽内の液体の均一化、ナノバブルの発生・・
(2)． 主要伝搬周波数（キャビテーション）の制御方法
・超音波振動子の設置技術の採用
・音響流、水槽構造、治工具・・・
(3)． 目的に有効な「超音波サイクル」の設定方法
・液循環制御技術の採用



・弾性波動、洗浄対象物の音響特性、・・・

４． その他 参考事例の紹介
(1)． 揺動装置
(2)． 洗浄物の数量と固定方法（治工具）
(3)． 洗浄物の材質、形状への対応
(4)． 超音波「流水式（シャワー）」洗浄
(5)． 洗剤、溶剤の利用
(6)． 大型水槽
(7)． 洗浄システム開発について

参考

シャノンのジャグリング定理を応用した
「超音波制御」方法
http://ultrasonic-labo.com/?p=1753

超音波による表面改質技術
http://ultrasonic-labo.com/?p=1527

デジタルカメラによる
キャビテーションの写真を利用した超音波制御技術
http://ultrasonic-labo.com/?p=1461

超音波を利用した、「ナノテクノロジー」の研究・開発装置
http://ultrasonic-labo.com/?p=2195

超音波システム研究所のコンサルティング
http://ultrasonic-labo.com/?p=2187

超音波「測定・解析」装置（超音波テスター）

【本件に関するお問合せ先】
超音波システム研究所
ホームページ http://ultrasonic-labo.com/
ホームページ http://www.green.dti.ne.jp/aabccdx/

インフォメーション http://ultrasonic-labo.com/blog
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